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９
日
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務
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日

文
教
福
祉
常
任
委
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会
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議
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日

産
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立
地
特
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委
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建
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経
済
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会
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議
会

日
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算
特
別
委
員
会

（

、

、

、

、

、

日
）

日

議
会
運
営
委
員
会

日

第
１
回
定
例
会

議
案
追
加
上
程

議
会
運
営
委
員
会

日

建
設
経
済
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

幹
事
会

日

第
１
回
定
例
会

議
案
採
決

【
４
月
】日

広
報
編
集
特
別
委
員
会
（

、

、

日
）

日

近
畿
市
議
会
議
長
会

日

幹
事
会
（

日
）

日

建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
以
上
主
な
も
の
）

大
住
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
は
指
定
管
理
者
制
度
の
活

用
等
、
利
用
者
し
や
す
い
脱

行
政
的
な
運
営
で
、
世
代
間

交
流
企
画
や
人
材
の
育
成
を
。

軽
食
憩
い
コ
ー
ナ
ー
は
作

業
所
等
に
委
託
し
、
利
用
市

民
等
で
実
行
委
員
会
を
。

福
祉
部
長

当
面
は
市
が

主
体
的
に
運
営
。
指
定
管
理

者
制
度
は
慎
重
に
検
討
。
運

営
委
員
会
の
設
置
は
し
な
い
。

交
流
活
動
や
軽
食
コ
ー
ナ

ー
等
の
外
部
委
託
は
な
い
。

助
役

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
は
児
童
館
と
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
世
代
間
交
流
の

住
民
施
設
で
は
な
い
。

京
田
辺
を
、
多
様
な
特

色
を
活
か
し
た
教
育
特
区
に
。

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
校
や

の
認
知
、
保
幼
一
元
化

の
検
討
。
自
校
炊
飯
給
食
の

継
続
と
図
書
専
任
司
書
や
栄

養
士
増
員
配
置
を
。
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
の
民
間
委
託
を
。

教
育
部
長

両
民
間
学
校

を
注
視
し
、
円
滑
、
柔
軟
な

対
応
を
図
る
。
就
学
前
の
教

育
、
保
育
の
最
善
策
を
研
究

す
る
。自
校
調
理
は
継
続
し
、

図
書
司
書
専
任
、
栄
養
士
増

員
、
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の

民
間
委
託
は
し
な
い
。

元
気
な
中
高
年
齢
世
代

の
住
民
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ

ア
の
生
き
甲
斐
策
に
、
拠
点

と
活
動
支
援
が
必
要
な
時
代

に
な
っ
た
。
誰
も
が
福
祉
や

環
境
活
動
に
協
力
や
役
割
を

担
え
る
様
に
、地
域
通
貨
き

ゅ
う

を
市
民
の
相
互
扶
助

ツ
ー
ル
に
。

福
祉
部
長

地
域
福
祉
計

画
の
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
高
齢
者
活
動
な
ど
検
討
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
小
学

校
区
毎
の
住
民
自
治
組
織
、

地
域
協
議
会
方
式
に
。
指
定

管
理
者
制
度
と
年
間
予
算
交

付
で
地
域
活
性
化
策
を
。
民

生
委
員
、
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
市
民
に
よ
る
環
境
保
全

や
福
祉
活
動
を
。

総
務
部
長

広
域
自
治
連

合
組
織
は
、
市
民
の
機
運
が

高
ま
れ
ば
検
討
。現
行
の
区
、

自
治
会
活
動
を
当
分
は
継
続
。

地
域
公
民
館
は
分
館
と
し

て
、
地
域
主
体
で
運
営
。

福
祉
部
長

地
域
の
実
情

を
知
る
住
民
が
活
動
を
。

助
役

自
治
会
再
編
や
意

識
改
革
は
市
民
要
望
に
な
い
。

行
政
が
誘
導
は
し
な
い
。４月 日にオープンした 大住ふれあいセンター

今
年
は
、
広
島
、
長
崎

の
被
爆
か
ら

年
目
を
迎
え

る
。
核
兵
器
の
廃
絶
は
人
類

の
生
存
と
安
全
、
世
界
平
和

の
た
め
の
緊
急
課
題
で
あ
る
。

特
に
日
本
は
、
唯
一
被
爆
国

と
し
て
核
兵
器
廃
絶
の
た
め

の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
の
京

田
辺
市
の
平
和
施
策
を
積
極

的
に
行
う
べ
き
。

平
和
推

進
協
議
会
の
委
員
を
市
民
か

ら
公
募
し
個
人
で
も
参
加
で

き
る
よ
う
に
す
べ
き
。

小

・
中
学
校
生
を
広
島
長
崎
へ

平
和
大
使
と
し
て
戦
争
の
悲

惨
さ
や
被
爆
体
験
を
聞
く
平

和
学
習
を
。

戦
争
体
験
集

を
、
再
度
発
行
す
べ
き
。

総
務
部
長

派
遣
事
業
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
、
平
和

推
進
協
議
会
の
決
定
で
行
う
。

学
校
図
書
館
に
専
任
の

司
書
配
置
を
。
議
会
で
請
願

が
趣
旨
採
択
さ
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
少
し
も
前
に
進
ん

で
い
な
い
。
第
三
次
総
合
計

画
に
も
要
望
が
多
く
で
て
お

り
、
ま
た
一
方
で
、
図
書
館

の
あ
ま
り
の
ひ
ど
さ
に
、
掃

除
や
本
の
整
理
、
読
み
聞
か

せ
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。
市

は
司
書
教
諭
を
置
い
た
と
い

う
こ
と
だ
が
、
司
書
教
諭
は

読
書
指
導
の
計
画
・
立
案
・

図
書
委
員
の
指
導
で
あ
り
、

本
の
整
理
や
調
べ
学
習
、
本

の
紹
介
な
ど
、
図
書
館
に
い

つ
も
人
が
い
る
こ
と
が
大

切
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ば
か

市役所庁舎前にある平和のシンボル 和

り
頼
む
の
で
な
く
、
施
策
と

し
て
市
が
行
う
べ
き
。

教
育
部
長

具
体
的
検
討

を
進
め
た
い
。

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
を
早
期
に
。
基
本
法
が
制

定
さ
れ
男
女
が
と
も
に
参
画

で
き
る
社
会
を
作
る
た
め
、

女
性
の
パ
ワ
ー
は
大
変
重
要
。

そ
の
拠
点
を
早
期
に
つ
く
れ
。

市
長
公
室
長

具
体
的
検

討
を
進
め
た
い
。

通
学
路
に
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
を
。
大
住
小
、
幼
稚
園
へ

通
う
月
読
神
社
前
の
歩
道
に

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
を
。

大
住
ケ
丘
一
丁
目
、
三
丁
目

の
交
差
点
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
充
実
を
。

建
設
部
長

安
全
対
策
と

し
て
必
要
な
と
こ
ろ
か
ら
つ

け
て
い
き
た
い
。

市
南
部
の
生
活
拠
点
と

し
て
の
三
山
木
駅
周
辺
整
備

の
、
今
後
の
市
の
整
備
構
想

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

区画整理事業が進む三山木二又交差点付近

市
長

三
山
木
地
区
に
つ

い
て
は
、
ハ
ー
ド
事
業
と
ソ

フ
ト
事
業
を
か
み
合
わ
せ
た

総
合
的
な
整
備
を
検
討
す
る

た
め
庁
内
組
織
を
立
ち
上
げ

て
お
り
、
地
域
住
民
、
学
生
、

事
業
者
等
の
意
向
を
踏
ま
え

て
、
南
部
地
域
に
ふ
さ
わ
し

い
ハ
ー
ド
面
の
デ
ザ
イ
ン
等

と
、
ソ
フ
ト
面
の
施
設
検
討

を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
、
支
援
を
行
う
。

建
設
部
長

平
成

年
度

に
駅
前
広
場
の
デ
ザ
イ
ン
と

高
架
下
の
利
用
計
画
を
決
定

し
平
成

年
に
完
了
す
る
予

定
で
取
り
組
み
を
進
め
る
。

経
済
環
境
部
長

二
又
商

店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て

は
、
地
域
住
民
、
学
生
、
事

業
者
等
の
意
向
を
十
分
に
踏

ま
え
必
要
な
支
援
を
行
う
。

南
部
住
民
セ
ン
タ
ー
整

備
計
画
の
進
捗
に
つ
い
て

教
育
長

教
育
委
員
会
の

計
画
の
中
で
中
期
に
整
備
す

る
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て

お
り
、
三
山
木
・
普
賢
寺
地

区
の
人
口
動
向
や
開
発
状

況
、
区
画
整
理
事
業
の
進
捗

状
況
を
見
な
が
ら
検
討
す

る
。
場
所
に
つ
い
て
は
、
三

山
木
駅
前
も
視
野
に
入
れ
今

後
、
協
議
検
討
す
る
。

普
賢
寺
地
域
に
つ
い
て

助
役

天
王
・
高
船
・
打

田
の
循
環
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
既
存
バ
ス
路
線
と
の
調

整
や
バ
ス
停
の
調
整
な
ど
困

難
な
状
況
は
あ
る
が
地
元
の

足
の
確
保
に
向
け
て
鋭
意
努

力
検
討
す
る
。

経
済
環
境
部
長

遊
休
農

地
を
借
上
げ
農
業
希
望
者
へ

貸
し
出
す
こ
と
に
つ
い
て
、

他
団
体
の
取
り
組
み
状
況
も

踏
ま
え
対
応
に
つ
い
て
検
討

す
る
と
と
も
に
地
元
特
産
品

を
生
か
し
た
加
工
品
の
取
組

み
に
対
し
支
援
を
し
て
い
く
。

市
長
公
室
長

学
研
普
賢

寺
地
区
実
現
や
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
普
賢
寺
地

域
の
特
性
や
立
地
条
件
を
生

か
し
た
農
業
や
自
然
等
を
テ

ー
マ
と
し
た
体
験
、
参
加
型

事
業
に
よ
る
市
民
交
流
や
来

客
誘
導
を
テ
ー
マ
と
し
、
そ

の
中
核
施
設
を
含
め
た
研
究

を
進
め
る
。

年（平成 年） 月 日




